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目的

♢フランス革命の背景

♢マリー・アントワネットの人物像

♢ヴァレンヌ逃亡事件について

を知ること



はじめに

ヴァレンヌ逃亡事件：1791年

国王ルイ１６世と王妃マリー・アントワネット
がチュイルリー宮殿（パリ）から逃亡するが、
ヴァレンヌで見破られ、パリへ護送された事件



ハンス・アクセル・フォン・フェ
ルゼン(1755.9.4~1810.6.20)

・王妃マリー・アントワネットの愛人

・ヴァレンヌ逃亡事件の途中で
お役御免を言い渡される

・1810年6月20日、事故死した王太子
カール・アウグストの葬儀責任者を任せられる



パリ脱出計画

・1791年6月20日に決行

・全員が変装して王室を出る

・衛兵に気づかれずに、

チュイルリー宮殿から脱出することに成功



あと1時間45分で逃亡成功

・フェルゼンがいない

・ルイ16世は優柔不断

・アントワネットは安心している

・パリからの追っ手について考えていない



ヴァレンヌで馬車から降ろされる

・ルイ一家とは気づかれていなかった

・ヴァレンヌの最高権威となる
助役ソースの家へ案内される

・男が「ああ、陛下！」
と呼んだことで計画が崩壊



おわりに

国王ルイ16世(1754.8.23~1793.1.21)と
マリー・アントワネット(1755.11.2~1793.10.16)
は有名なギロチンにより処刑される

マリー・アントワネットが多くの女性を惹きつ
ける理由とは・・・？



マリー・アントワネット

・フェルゼンにとても愛されていた

・遊び好きの愚かな女が、

フェルゼンのような男性の心を

繋ぎとめたものとは？

・ガラス細工のような

脆さと儚さをたたえた高度な女性美→美の極致


